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ねらい
肥料、電池材料、リン酸原料ほか、リン（P）資源は⼯業原料として年々ニーズが⾼まっています。
また、国際的なリン資源の枯渇問題、⾼品位リン鉱⽯の採掘減少、国際的な政治問題等を背景に、

リン資源の安定的確保が重要視され、地域の下⽔処理場で発⽣する下⽔汚泥や下⽔汚泥焼却灰から
リン（P）を回収する動きが活発化しています。しかし、多くの下⽔処理場では、「有機質肥料」の
回収に限定的であり、⼯業原料としての活⽤が困難な状況にあります。

そこで、県市町村の下⽔処理施設で発⽣した下⽔汚泥の焼却灰から、無機のリン酸原料を回収す
る技術開発（モデル事例の創出）を⽬指し、「リン酸鉄※」の効率的な回収技術の開発やスケール
アップを⽬指しています。

※リン酸鉄はリチウムイオンバッテリー（リン酸鉄リチウム［LFP］）の原料として利⽤されます。

令和７年度は、下⽔汚泥焼却灰と酸を組み合わせ、リン酸の抽出、リン酸鉄の合成、リン酸鉄の
精製の各⼯程を検討した結果、スケールアップにおいて２つの課題点が明らかになりました。

下⽔汚泥焼却灰をリン酸鉄系リチウムイオ
ン⼆次電池⽤途のリン酸鉄原料へリサイク
ルするための研究開発
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① 下水汚泥焼却灰＋酸の組合せにより
攪拌時にダイラタンシー効果が発生

② 下水汚泥焼却灰、リン酸鉄など
リン酸塩を含む堆積物の濾過・洗浄

令和8年度はこれらの課題解決に向け引き続き研究を継続します。

「県下⽔道公社と県⼯業技術センターの共同研究の取組」 出典：岩⼿県⼯業技術センター「成果集」


